
47

新開の政治記事におけるステレオタイプの表現

「流産」「陣痛」「難産」の使用について

木 戸 光 子

1－ ばじめに

「政治」が話題となっている記事の中に，政治以外の語が比喩表現の一種と

して出てくることがある。例えば，政治以外の語が集中して出てくる例として

は，政権交代の記事において，「船出」「難航」といった航海関係の語，「舞台

裏」「第二幕」といった演劇関係の語，「陣痛」「産みの苦しみ」「誕生」といっ

た出産関係の語が使われている。これらの中には辞書の定義として比喩的用法

あるいは慣用的用法として記載されているものもある。さらに，出産関係の語

の使用については，木戸（1995）で指摘したように，細川内閣から羽田内閣へ

の政権交代の記事に集中して出てくる例が見られ，「迷走・陣痛やっと合意（朝

日新開1994年4月22日付）」や「羽田内閣はゴール目前で“産みの苦しみ”が

続いた。（読売新聞1994年4月20日付）」「羽田内閣が誕生（朝日，読売9 毎日

新聞1994年4月25日付）」のような表現がある。これは，表現効果をねらって

たまたまその記事にだけ使われているというより，むしろ細川内閣から羽田内

閣への政権交代の困難な状況を表すのに使われていると言える。また，複数の

全国紙i与同類の表現が出てくること，さらに出産関係の語が複数使われている

ことからも，ステレオタイプ化していると言える。つまり，比喩表現の使用の

うち，この話題にはこの表現，この内容にはこの表現といったように同じよう

な話題・内容を表すのにある特定の比喩表現が用いられることである。そ一して，

比喩表現がステレオタイプ化するところに問題がある。

「産みの苦しみ」「陣痛」「誕生」のような語は，出産に関する話題の記事で

出産関係の語として使われるかぎりは，表現者が記事対象への卑下や快・不快

の感情などマイナス評価を意識的に行ったものではないと思われる。しかし，

政治記事という一見関係ない話題においてこのような語が使われ，しかもステ

レオタイプの表現として出てくるのは単なる偶然ではなく，何らかの社会的な
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要因があるのではなかろうか。そこで，本稿では，新開記事におけるこのよう

なステレオタイプの表現とみられるもののうち，政治記事における「流産」「陣

痛」「難産」という語の使用の実態，および，社会的な規範意識をさぐる一つ

の辛がかりとして辞書の記述を調査し，社会的存在としての表現の側面を考察

する。

2一 新間記事と出産関係の語の使用

政治に関する新開記事の中に，しばしば政治を出産に関わることに喩えて表

現する例が見られる。このような表現は政治家自身の発言として新聞記事の中

に出てくる場合もあれば，記者の書いた新開記事の表現として出てくる場合も

ある。政治家等が用いた表現をそのまま引用して報道する場合では，政治家の

問題発言として取り上げられることもある。

例1．都市博中止についての東京都都議会の答弁の報道（一部略）

都市博特別委「決断いまは白紙」A知事 政治姿勢でも攻防（見出し）

E妊娠人力月ヨ都市博の準備の進みぐあいをK氏は「妊娠にたとえれば何

カ月か」と質問。Ⅰ・東京フロンティア推進本部長がナ「これまで準備が八年

かかっていますから，八か九か」と答えた。さらにK氏は「これを今から堕

（お）ろそうといえば…‥・。無茶なことはしないように」。

（朝日1995年5月16日付）

例2．都市博中止についての東京都都議会の答弁と答弁に対する抗議の報道

「都市博は妊娠8－9カ月 おろしたら犯罪」都議会の特別委「不見識な」

質疑 女性議員激怒（見出し）

世界都市博覧会の準備は「妊娠でいうと何カ月？」 論戦が続く東京

都議会の都市博特別委員会で十五日，委員からこんな質問が飛び出し，女性

議員から「不見識」「許せない」と反発の声が上がる一幕があった。

質問したのは自民党のK委員。これを受け，都市博担当のⅠ・東京フロン

ティア推進本部長が「（妊娠）八一九カ月にあたるかと思う」と答弁。さら

にK委員は「いまからおろしたら，犯罪にもなる」「母体を大事にすべきだ」

と発言，A知事の中止方針を批判した。

出席していたⅠ委員（生活者ネットワーク）は「都市博問題とは全く別の
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次元。不見識もはなはだしい」と激怒。N委員（共産）も「議会の権威どこ

ろか，人間性を疑う。質問する方も答弁する方も許せない」と声を荒らげた。

女性委員だけでなく，公明の0副委員長の感想も「女性を軽視するような例

えは適切を欠く」。

K委員は「引き返せない時点に来ているということを強調したかった」と

浮かない表情だ。 （毎日1995年5月16日付）

以前，東京都では，前知事の時代に準備していた世界都市博覧会に，バブル

経済崩壊のため参加する企業が集まらなくなったにもかかわらず，開催の準備

を進めていた。1995年春の都知事選で都市博中止を唱えて当選した青島知事の

下，都議会で都市博を中止するか開催するか議論された。その時の都市博賛成

派議員の発言を引用して伝えたのが例1と例2の記事である。さらに，例2で

は議員の発言の表現について女性議員からセクハラ発言だとの抗議があったこ

とも伝えている。

また，記者の書いた新聞記事の表現として出てくる場合，次のようになかな

か進まなかった政権交代の様子を表す記事に集中して出てきている。

例3．細川政権崩壊後から羽田政権発足までを報道した新開記事の表現

（1）「産みの苦しみ」「生みの苦しみ」の例

「羽田政権」産みの苦しみ，…長い混乱は「産みの苦しみ」といった言

葉ではすまない…，「生みの苦しみ」は当然，…よりよい「生みの苦し

み」にすることが，

（2）「陣痛」の例

迷走・陣痛やっと合意，「羽田内閣」長びく陣痛

（3）「誕生」の例

「羽田内閣」あすにも誕生，…せっかく「羽田政権」を誕生させても…，

羽田政権が誕生，…羽田内閣の誕生で…

（朝日・毎日・読売1994年4月9日拙から4月28日㈲までの記事より。木戸

（1995）参照。）

1994年4月，細川首相が辞任した後，次の首相が何週間も決まらず，やっと

羽田氏が首相となり羽田政権が発足した。政権発足までの過程について，新開

は「産みの苦しみ」「生みの苦しみ」「陣痛」という語で表現し，政権が発足す
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ると「誕生」という譜を用いている。政権発足までの数週間の記事の表現を追っ

てみると，政権交代までの一連の出来事を出産に喩えているかのようである。

さらに，出産関係の語の使用は，新聞の政治面だけでなく経済面やスポーツ

面などにもあらわれる。例えば，見出しの「胎動7000万人ベトナム市場」（経

済面，朝日1994年4月24日付）や「おまたせ宮本難産の初勝利」（スポーツ面，

朝日1994年4月29日付）などである。また，事実報道の記事だけでなく社説に

も出てくる。

例4．「産みの苦しみ」の例（＿は木戸が後から引いたもの）

呪文では済まぬソ連経済改革（見出し）

市場経済とは，そう簡単につくり出せるものだろうか。ソ連や東欧諸国で

市場経済への移行を急ぐ急進派の主張を開いていると，こんな疑問が出てく

る。

市場経済を人間の身体にたとえれば，米国や日本のそれは成人のものだ。

今はそれぞれ円滑に動いているが，一夜にしてそうなったわけではない。畳

みの苦しみ（離陸する前の困難）もあったし，死を予想させるほどの病気（大

不況）も経験している。そうして育ってきたのである。

その過程を飛び越して，先進国から資金を導入し，株式会社，銀行，証券

取引所といった仕組みや機構を，あたかも臓器移植のように持ってくれば，

市場経済は完成する。（以下略） （朝日1991年10月15日付）

以上，政治記事を中心に新聞記事における出産関係の語の使用を見てきキ。
語の意味という点からは，その語本来の意味場（この場合は「出産」）とは異

なる意味場（「政治」）で語が用いられていると説明できる。特に，細川政権か

ら羽田政権への政権交代の記事例は，ある特定の語がたまたま用いられたとい

うより，特定の話題を表すのに出産関係の複数の語が使われていると考えてよ

いだろう。これは，ある政権交代を表すのに「陣痛」「産みの苦しみ」「生みの

苦しみ」「誕生」といった語が調査した各新聞に用いられており，特定の内容

が特定の表現で常に表されているという点で，ステレオタイプになっている例

として挙げられる。「陣痛」のような出産関係の語がたまたま「政治」を表す

際に比喩表現として用いられているというより，本来なら政権交代とは関係な

い意味を示す語が集中して用いられていると言えよう。



新開の政治記事におけるステレオタイプの表現 51

3廿 ステレオタイプ化の様相

新開報道をする側でも2で述べたような言葉の使用について問題意識を持っ

ている。毎日新開女性記者の座談会（毎日新聞大阪朝刊1994年4月21日付）で

ほ，「法案が流産する」「女房役」という表現の問題点を指摘している。

例5．毎日新開女性記者の座談会（一部）

企画特集 毎日新聞4万号 ニューパワーが変える 本社女性座談会

（見出し）

G 言葉の面では「法案が流産する」という時の「流産」という使い方は，

本当にイヤ。それに「女房役」も。

E そういう表現を問題にする時の，主張の仕方が難しいんですよ。大上段

にふりかぶると，正論でも「女はすぐキーキー言う」と感情的に反発され

るから。

B でも，ここ数年，セクハラが社会的な問題になってからずいぶん反応が

変わりましたよ。男性も∴あっ，言ってはいけないことなんだな，とまず

は納得するようになったから。

（毎日・大阪版1994年4月21日付）

しかし，「流産」「女房役」といったような表現は今も新開記事の中で使われ

ている。新聞報道で政治家の発言が問題発言として取り上げられることもある

が，政治記事を書く記者自身もそのような表現を使っている。ここでは，政治

記事における使用の実態と社会的な規範意識を探るため，出産関係の語のうち

「流産」「陣痛」「難産」について，4つの全国紙の政治記事における使用状況，

および，辞書の語の定義について検討する。

3．1「流産」「陣痛」「難産」の使用について

政治記事における「流産」「陣痛」「難産」の使用状況について，日経テレコ

ンの新開記事データベースのキーワード検索を利用して，1987年から1997年11

月までの朝日・毎日・読売・日本経済新聞の記事を調査した。「流産」と「政

治」，「陣痛」と「政治」，「難産」と「政治」についてAND検索を行い，検索

結果のうち国内政治と国際政治の記事を抽出し，表1にまとめた。なお，新聞

記者の署名記事や評論家・学者など専門家の解説記事等で新開記事データベー
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ス上に公開されているものは含めているが，朝日の「声」や読売の「気流」の

ような投書は除いている。

使用状況について，「流産」「陣痛」「難産」のうち，「流産」計17例，「陣痛」

計16例，「難産」計110例であった。「流産」「陣痛」「難産」の使用例に比べ，「難

産」の使用例は圧倒的に多い。「難産」は，「難産の末」49例，「難産の子はよ

く育つ」8例で，慣用句のように使われている。また，その中で政治家等の発

言の引用として出てくる例は，「流産」3例，「陣痛」8例，「難産」14例であ

る。

使用状況で目立つのほ，1989年の宇野内閣，1990年の第二次海部内閣，1993

年の細川内閣，1994年の羽田内閣に関連する記事に出てくることである。海部・

糸削け氏については，表1－3の例から見ると，本人の発言から「難産」という

表現が広がっていったふしもある。つまり，政治家の用いた表現がそのまま定

着して以後の記事にたびたび同じ比喩表現が引用される場合である。

例えば，1993年に新党さきがけと日本新党が一つの党になるかどうか話題に

なったことがある。その時，新党さきがけ代表の武村正義氏が両党の関係を「婚

約」に喩えたことから，マスコミ報道では両党が一つの党になるかどうかを「結

婚」はいつか，のように喩えていた。その後，武村氏と日本新党党首の細川護

難民の不仲から両党が一つの党にならないことが明らかになると，「離婚」に

喩えていた。

この例は，単に「婚約」「結婚」「離婚」が比喩表現として用いられるのでは

なく，むしろ政治の∵連の動きを「婚約小結婚→離婚」という枠組みでとらえ

ていると言える。このような比喩表現を用いると，読み手の生活によりなじみ

深いものに置き換えてありわかりやすくなるという利点がある。その反面，本

来の意味とは別な意味に置き換えられて考えられた結果，いつのまにか問題の

論点がずれる恐れもある。もし，仲良くをれば結婚し，けんかすれば離婚する

といった政党のとらえ方で報道されるとすれば，結婚の意味づ捌こしても政治

の意味づけにしても安易にすぎよう。

それから，なかなか内閣が発足しないことを「難産」に喩える表現は，表現

効果をねらっての使用とも考えられる。しかし，同じような状況になるたびに

同じ比喩表現を用いれば，読み手に大した印象を与えない，使い古された陳腐

なステレオタイプの表現になる。「難産の末」のような表現はこれだけ多用さ

れていれば，表現効果はなく単なる慣用句になっていると言える。
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表1－1 政治に関する記事の「流産」の使用状況

（（）の中は掲戟月日。「他」とあるのは表現者が記者以外の場合。「引」は政治家等の発言を引用

した場合。／は同じ記事に複数出てくる場合。）

牛 糾 Il 晦 卜l 説 プじ 卜i 繚

1997 新怒法づくりも流推してしまうだ

ろう。（8．7）

1996

1995 北上；ミの祈三次l封北、lうj．J舟協暮淡の流

産が決起的になって

（8．16）

掟起しながら流産したり（他6．10）

1994 中一ごウ似内例のときのゾ己卜税を流産

に追い込んだ（他8．5）

海部俊樹ノ亡打相も（紡）「・ll】Ⅰ流

産させた子供を，体外受純でもう

・鹿渡ませるんだ」というのがl、′†
癖字だ。（引1．28）

「流産なら改革できない」政治改

解放案に【…1民で登賛成の林氏／林氏

は「これまで海部，宮沢内問で二

【≠き】も流産している（略）」。（引1．22）

1993 政治改革法案の流産から，‡…Ⅰ民党

の分裂が飛び‡1＿＝ノた。（6．19）

手短内側の流産などの政治活動

（他3．14）

プッシュ大統領（当時）が（略）

才王て妄否椎を発動して流産していた。

（2．6）

野党は（略）「流産」

も辞さす（11．Zl）

1992 前国会では，与野党間で政

治改革について十八項とヨの

合意がありながら，（略）

流産してしまった。（il．1S）

プッシュ米大統領は（略）

プジモtj・ペルー大統領に

ついて「民主政治の流産」

とその括粧を非嫁し

（引4．11）

PKO法案が流産しかねな

い（3．9）

1991

i990 次いで組閣を命じられた字

垣八、・・・∧・・成は（略）流産。（1．．17）

1989 政権協議は流産確実であり

（9．15）

「カナダ阿家統合」流産も

／念願の「同家統合」が流
慶する恐れも（7．29）

1988

1987 中米和平サミット（五

カー挙‡首脳会議）が

“流産’’し（7．19）
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表1－2 政治に関する記事の「陣痛」の使用状況（1997年11月～1987年）

年 朝 一・三1 毎 日 読 売 日 経

1997

1996

1995 金大中新党は，予想外の陣痛

に見舞われているが，（7．16）

円高は三極通好体制移行期の

陣痛／現在の〉・八・∧一連の現象を，

二極適壬箸体制移行期の陣痛と

受けとめ，（他4．28）

二十三た‡］の野中広務自治相

（i蚕Ⅰ家公安委員長のインタ

ビュー（略）二十一∧心性紀に

健全なEこ】本になるための陣

痛だという気がする。

（引5．26）

今【句の政変が（略）真の政

治刷新への陣痛となるの

か。（1．7）

1994 ポスト・ポスト冷耗事態の

至巨念作りへの陣痛として，

芦理解したい。（11．10）

1993 「この苦しみは世界の申で 与党節…∧・▲一党がみせた今l桓lの首相の顔には徹夜の疲れが

‡］本が真に開かれた国とな ドタパタ劇も，栄位ある政 にじみ，「この苦しみは倣

るための陣痛の試練であり 党への陣痛だとすれば， 界の中でr］本が共に開かれ

ます」。細川l護興首相が（略）

（引12．14）

これを「現実政党へ脱皮す

る陣痛」としてとらえ，（略）

と考える党幹部もいるとい

うが，（引11．27）

（12．15） た暮・室はなる陣痛の試練」と

の，男lま解を求める言食もど

こか力なく聞こえた。

（引12．14）

1992 「民主タイ」へ陣痛（9．19） 羽江i孜蔵相ほ（略）「（略）

今は新しいものを産み亡．11す

ための陣痛の苦しみを昧

わっている時期だ」と述べ，

（引11．15）

1991 冷戦構造の崩壊で，世界はい

ま，新秩序誕生に向かう陣痛

のさ中にある。（6．26）

あまりに高価な近代化の陣痛

／政界や言論界では「近代化

の過程での陣痛」との分析も

出ているようだ。（引5．10）

1990

1989 「政治や文化の面で口本が戌

熟するか，堕落するか，瀬戸

際の陣痛だよ。」（引4．26）

今でこそ椛進著しい韓陸‡だ

が，あのころは陣痛の時期

であったかと思う。

（他4．17）

1988

1987 通産省首脳も同rご‡，「すで

に陣痛が始まっている」と

述べ，（引10．23）
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表1－3 政治に関する記事の「難産」の健脚犬況（1997年11月～1987年）

勾三 朝 r：■三王 鯨 臼 i洗 プC l三：】 繚

1997 歴史共同研究の提言も，艶産 だが，pKO協力法を艶産 野党3党，2兆‡■∨り減税など

ではあったが，共同委員会の の末に成立（92年）させた 要求 財源問題は秘＝二げ

設置にこぎつけた。（9，12） ものの，（8．9） 相違l壬】立つ思惑，施産の合

【、W・・一九九○年二月二十八一ヨの末午前11時ごろから午後3時 怠／新進，民主両党の問に

明，第二次海部内閣が放産の 半まで本会議が中断する は感情的なしこりも残る艶

末ようやく誕生した。（9．10） 小数産”となった。（6．12）

しかし，採決では，賛成と

反対が11対11と桔抗，議長

裁決でようやく決まるとい

う【簸座付の末の決着だっ

た。（3．20）

産の合意になった。（11．20）

1996 政治改革の柱として経度の末 予算陳情のため上京中の城 次期衆院選大分31夏，自民

に導入が決まった，今鑑の衆

院選の新制度（′ト選挙l哀比例

代薮講師I捕り）。（10．18）

達也知事は（略）駄産の末

に決着を評価した。（12．26）

態産の擁立（9．7）

1995 戦後50年の同会決議，経度の FSXは（略）経度の開発 政治改革関連法寒が雛産の 放産改造，l三：】社にしこり

与野党案，各界の反応さまざ

ま（6．7）

対‡三1関係重視を掲げる金泳J・二■‡三

政権内には，紅塵だった「椴

民地支配」「侵略」が盛り込

まれる方向となったことに内

心，少しほっとしている空気

が感じられる。（6．7）

箆産だった保勺二陣営の調停役

の立場だったが，（1．25）

機種だ。（8．1） うえ成立し，（9．8〉 （8．9）

1994 選挙l哀支部が鮮度J東側り法 「妊魔のi訪韓」の項が興味 新政党の奥川敏和・元逆翰 放産の訪韓（5．20）

成立（11．22） 確かった。（引7．12） 鰍ま（鴫）卜止番怖いのば， 牡鹿の末，ようやく羽川内

放産の末の政治改関連法戌 椰川渡興前首相が退陣表明 経度でこじれて（略）」と 閣がスタートした。（5，2）

立，（10．28） してから実に二遊間も紫衣 述べ，（引12．3） 「紅塵の子はよく育つ」と

議長選汚職が発覚してから一一 な時間を蟹蟹やす艶産であっ しかし，経度の末に成立し 諾うが，昨EI産声を上げた

年以上が経過するなか，放産 た。（4．29） た政治改拳法を簸駄にして 羽川新内閣には，あてはま

の末の採決だった。（9．27） 経産の末の「船山＿jに，「短 はいけない。（他5．4） i）そうにない。（4．29）

雛産だった羽臼＝勾槻も亨邑足し 命説」が現実l味を帯びて永 難産の末，羽‡三I】新内閣が二 雄産の末，羽【壬二！新首相が選

た。（5．2） 托‖町に流れる。（4．28） 十人fヨ発足した。（4．29） 出された。（4，26）

松永中綽連会長 川‾J部音鑑力会細川‡濃紫首相の辞任未明か 軽度の末，政治改革関連法

長）は「難産の末，羽田内側

が誕生したが，厳しい船山と

いわぎるを符ない。（略）」

（引4．29）

放産の末に羽田政権が誕生し

た。（4．26）

卜！本新党愛知の河村たかし会

長は「難産の子は，とも言わ

れるように政界再編第二紫の

荒波を力強く乗り切っていた

だきたい。」（引4．23）

細川讃解首相の後継選びは，

難産の末，二十二日になって

ようやく「羽一刀政権」誕生が

確定した。（4．23）

ら二週問，錐産の末の常州

指名に，（4．26）

そして今，政権党足五カ月

余にして，雄産ではあった

が，とにかく法案が成立，

懸念の小′馴ま外れた。

（1．30）

が二十九El成立し，（1．30）
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】．994 ′ト選挙区比例代衣j主立制を杖

とする政治改革関連法が，簸

産の末に成立した。（2．10）

故意の末に－－－∧一九九四年政一∧∧∧一般

会計予算の大成城寒が十ぎ］

各省庁に内示された。（2．11）

また，同法が参院本会議で否テ

決さゴtながら逆転成立に持ち

込む駄産になったのも，誤書き二

だった。（2．8）

朝一≡≡‡新聞社に寄せられた投潜

では，公約だった政治改革を

馳魔の末，成立させた直後だ

けに「溢切られた」との思い

を訴えるものがl‡卜在ってい

る。（2．6）

公約だった政治改革関連法を

雄産の末，成立させた細川漉

紫■■肖一相。（2．5）

経済界ではこれまで，雄産の

政治改革にいらだち，（1．30）

1993 妥陸産だった欧州迎合条約 エリツィン大統領の訪Ⅰ三1は 政結i改革法寒が難産の末， 卜六‖，錐産の末，衆院の

（マーストリヒト条約）が発 経度の末の実現だが，まず 衆議院を通過したが， 特別委i÷ま会で可決された政

効したばかりである。（12．7） いタイ ミングになってし （他11．30） 治改革関連法案。（11．17）

4カ月の雛産，吉元政杜氏就 まった。（10．10） 組閣小姓産■’の汁l．i．‡内閣／経度の丸 ようやく潮音糾し

任へ 沖縄副知事（10．16） 与党の選挙制度改革案もか 削こFi指名から九〔川‡j，総選 た細川辿立政権。（8．10）

桓l連平和維持活動（PKO） なりの近産だった。（8．29） 挙からY叩1・ケ月余の紐産だっ 細川【政権は予想以上の紅塵

協力法が紅塵したときも， 錐産の末，ようやく誕生し た。（8．11） だった。（8．10）

（9．15） た灘＝＝連立内事均。（8．10） 難産の末に誕生した細川駒 二‡＝三川りにわたる駈産の末，

特別Ⅰテ箪暮会の召依から五l†二川の錐産だった細川l連立政権の 政権。（8．9） 六‡ニ‡深夜ようやく誕生した

二i仁式発jまという難産だった 刷僚名捲が九ま：Ⅰ，亨邑表され初めて桓Ⅰ会に臨んだ新人代 緋川新首相。（8．7）

が，（8．10） た。（臥9） 議士は，駈塵の首相指名を

非仁‡民・非共産による「郷川l －・∧ん－・連のドタバタを，「前途どう受け．11二めたか。（8．7）

政株」が雄産のすえ産声を上 を象敬する」と白民党はや ■打袖指名投票も故産の末

げた。（8．8） ゆし，「駈産の子はよく育 （8．7）

始鹿の末に誕生した細川■■打相 つ」と連立側は切り返す。 縫代子さんは，（略）指名

と，（8．7） （引）／難産だった新政権 の瞬間（略）「経度の赤ん

「雄鹿の子はよく育つ」（略） 誕生の産声だった。（8．7） 坊がやっと産まれた。すん

細川遭難・トi本邦党代衣は， 組織編成，経度の末民間参 なり産まれるよりよかっ

政治空‡二lを心配する竹村正 加，IOCがクレーム／3 た」と書賢びを表した。

遜・新党さきがけ代・衣にこう カ月近く遅れる雄産で誕生 （引8．7）

語った。（引8．7）

「経度のみん坊がようやく〈′iミ

まれた。ああよかったと，ほっ

としましたひ」（引8．7）

雄産の丸「細川ほ▲祁」が避

／i三（8．7）

細川‡．ミ堕鞍代衣が「拉産の‾f・は

よく育つ」と話すと，（引8．6）

「新生党」の党糾ま艶慶一書己

者会見l如如こ決定（6．24）

昨年Ⅰ削】の総選挙後，飴魔の

末に発足した同内閣は，

（4．23）

した新会社だが，（6．29） 錐鹿の子は育つ／「でも，

雄産した子供は大きく育つ

と、…ニミミ‡われるだけに，（略）」

（引8．6）

スタートを‡三‡前に，雄産し

ている細川新政権。（8．6）
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1992 いずれ，必ず決まると思う。

駈魔の子は育つものだ」。

（引6．7）

昨年末の稔選挙後，斑産の末

成立したオルシェフスキ内税

は（5．i8）

箆産の末に候補者を決めた連

合栃木の発の「挑戦」は（5．4）

「雄産の末に，政治を変える

熱い思い，を待った候補を探

し得た」。（引4．12）

E司連が七卜Ⅰ，後産の末にま

とめた温暖化防‖Llニ法案は

（5．9）

箆鹿の子供たち／“予定卓二†”

よりも大幅に遅れ，たくき

んの罪のない市民の血を流

した束の拉産だったが，「錐

鹿の子ほどかわいい」とい

うように（2．5）

1991 経度パイロットl三ほき体構想

をめぐって，一郎会はもめた。

（12．6）

▲一雄産什だったのは地方i至1治

法98粂の「検閲検査橡」行使

にとどめるか，（略）方法論

でもめたからだ。（10．3）

だが，牧野擁立は経度だった。

（9．18）

鈴木永∴・行革審会長は答申

後，「放鹿の子は強く育つ」

と語ったが，（引9．14）

姓産の末，5f∵】に牧野芥子氏

（57）を公…悲したばかりの祉

会党。（9．S）

野党の抵抗も加わって，箆産

の法案は前途もまた多錬だ。

（7．10）

一三‡比党の安倍派が三塚派に衣

替えしたが，斑産の畷仁削ま。

（7．5）

陶淵明は悠然として軌l′tを兇

わが宰椰は悠然として雄虔を

見る，いつのことやら政治改

苓。（4．13）

1990 難産の末に第2次海部内閣；潅 ソ辿の擬音斉改革計画は十九 経産のすえ誕生した大統領 ▲■放産けの後も解釈三者三

生。（3．5） l二三！，ようやく採択されたが，制に至るまでの高いの舞台 桜／思いのかなった塚本氏

雄産の末に節2次海部内事均を 昨年＝卜、∨∨イiの政府悦楽公表褒と今後の展望を（略）／ が「後産の子はよく育つ」

写邑足させただけに（3．1） 以来，釣卜一年を要する雄産 放魔の末の大統領磯でゴル とニンマリすれば，

だった。（10．20） バナョフ氏はまず何に手を （引4．20）

紛争解決への足がかりとな つけるのだろうか。（3．15） 戟独の大連立内閣が鮭産の

る桓＝和才朋召署名の共同声明 経度親機招いた派閥の論労壬！ 末ようやく発足，（4．15）

袈を，放魔の末にひjaり汁i

した全当事者和平会議を締

めくくった時のY・∨∨′・凝。

（9．11）

簸産だった灘閣を終えて，

夢は保養地をかけめぐる。

（3．1）

第二次海部内閣は∴打相指

名から閣僚名緒発表まで約

十時間もかかる経産の末，

二十八【ご．Ⅰ未明ようやく発足

した。（2．28）

（2．28） 海部首相と放魔の女房役で

ある坂本官房長官とのl渕係

はやはり微妙なようだ。

（3．11）

箆産の末，誕王手三した第∴次

振落；；内閣は，（略）／箆産

ではあったが，リクルート

l関係議員やロッキード事件

の佐藤孝行氏を事黎j傑人事か

ら排除することには成功し

た。（3．】．）
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1989 始産の末，宇野新政権が超f‡三 難問山桃み「紅塵内i糊」総 ポーランドは六月の総選挙 建産の末，．准flミした宇野新

したことに対して，（6．3） 選挙へ●l顔小 作り－海部新 からこか月近く雄産の末， 政維。（6．3）

政権（8．10） ヤルゼルスキ氏を大統領に 健長から雄産の政治改二準ノ

雛産の末にやっと産声を上 選んだぼかりだが，（8．2） 磁も雄産だったのが頼長避

げた新生宇野政権。（6．3）

雑産の末，暫定政絃が成立

することで，ゲリラ側はナ

ジプラ政権に‡粥妄攻勢をか

ける体制が－・応解いそう

だ。（2．19）

また，“経産”していた字

野首相待望の首相を問む会

を「胴体（ほうゆう）会」

と名付けて発足させること

を決めた。（6．21）

東方〔郁の公共料金へ消雪瞥税

を転嫁する子こ条例案が，：三三

十f■ご】の都汲会で成立しが，

付帯決i…轟でl利一からの転嫁

は事実1二たな上げされると

いう難産だった。（3．31）

激産の税制改二韓：法案がよう

やく成立をまつだけとなっ

た（1．5）

中央から地方への株限移i；爽

ひとつをとっても難産は必

類。（1．4）

び。（1．30）

1988 さまぎまな耗問を抱えなが

ら竹雄鹿の子り大要那与j接税は

数の力で誕そi三の【‡1を迎えた。

（12．25）

建産の末，パキスタンに

プット新政梯が誕／一三した

が，新路棚の諜超は多い。

（12．2）

1987

政権交代についての政治記事における出産関係の語の使用状況を見るため，

政権交代の時にかなりの混乱があったと考えられるもののうち，吉田内閣→鳩

山内閣（1954年12月10日に政権交代），石橋内閣→岸内閣（1957年2月25日），

岸内閣小池田内閣（1960年7月19日），田中内閣ヰ三木内閣（1974年12月9日）

の政権交代を報道する記事を朝日新聞縮刷版でたどってみたが，出産関係の語

の使用は1例のみであった。三木内閣発足時に宇都宮徳馬議員が入閣できな

かったという社会面の記事に「自民党内に根強い派閥力学のカベを強く印象づ

けた流産劇だった」という表現が使われていた（朝日1974年12月10日付）。な

かなか政権交代が進まなかった内閣の場合でも，政権交代の記事に出産関係の

語が頻繁に出てくることは以前はなかった可能性もある。

3．2 辞書の記述

政治記事の中で「流産」「陣痛」「難産」が使用される理由として，次の2つ

が考えられる。

（1）比喩的意味として表現効果をねらって用いる

（2）辞書的意味として表現効果とは関係なく用いる
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ここでは，いくつかの国語辞典の定義を調べることで，これらの語の使用の社

会的な規範意識を考察する。また，出産以外の意味がどの程度定着しているの

かを見るための参考として，和英辞典の記述も見てみることにする。以下，表

2に調べた結果をまとめた。

表2－1「流産」「陣痛」「難産」の国語辞典の定義の例

（太字は出産以外の定義。ただし「日本国語大辞典」の③は除く。）

絆‥i‡…：飢

（，払脚）

首藍子テ痢

発行年

「流 虎」 「紳 輔」 「称 此」

ブックシェルフ ①胎1ヒが川満たずに妃んで／‡ミま①分娩特に榔8j的・波状的にj丈①＝推がlイヰ雉なこと。才一一－：しんで

マルチメディア統（㌢絆ガ埠れること。妊娠七かノー・心鋳で胎 松して起こる√7：rの収郁。また， 分娩（ぷんべん）すること亡）（診
（CD山㍍ROM） 氾が死んで／l三まれること。②計それに伴う縮み。（診（転じて）（比事愈的に〉物事が容易に成立

マイクロソフト／ 画・事業などが途中でだめにな 物事ができあがるまでの苦労。 しないこと。長びいてなかなか

小学餓1997jlミ（擬典

は「一郎ぎを大辞・典」′ト学

館，1988年）

り実現しないこと。 埼（らち）が明かないこと。

広辞苑 妊娠第二t！q週末偶の胎児が母体 分娩に際し，定期的に反復して ‡、i．与産が・，‡左常でなくⅠ朝雉なこと。

第4版 から娩～．i＿lされること。妃は未熟 起る子宮の収縮。また，その痛 「長タまはハ仙】だった」くう安座。比

（CDⅥ・ROM（カラ】） で分娩時生命があっても生存の み。胎児排‡i＿けJの主要部分をな 囁的に，物事がたやすく成立し

版） 吋能倒三はほとんどない。うみな すもので，初めは徐々に起り， ないこと。「叫の末に成立した

岩・‡波ニi糾．！言 がし。半鹿。－・早産（ソウザン）。 次第に強烈となる。転じて，物 法律」

1995句三 転じて，計画などが実を結ばず， 率の完成直前の苦労にたとえ

流れること。 る。

岩‡披国語辞典． ①妊娠七か月以内に未成熟の死 山鹿の時，周期的に起こる腹部 出産が通常ではなく，胎児がな

（第5版第1刷） 児をf．壬三むこと。②計画したことの痛み。 かなか生まれないこと。⇔安産。

二岩波二妄、至言二店

1994年

が，途中でだめになること。 また比ゆ的に，物率がなかなか

成立しないこと。「組閣が－する」

現代国語例解辞典 ①妊鮫七か月末満で胎児が死ん 分娩時の周期的，波状的な子宮 ①．i二E常でなかったり，普通以上
（節2版第1刷） で生まれること。②計画，事業 の収縮に伴う痛み。比喩的に， に苦しんだりして～1，与渡するこ

小学館 などが途中でだめになり実現し 物事が出来上がるまでの苦労。 と。⇔安産。「大変な難産だっ

1993年 ないこと。「業務提携の計画は 「陣痛が始まる」 た」②物事が容易に成立しない

流産に終わった」 こと。「議案の成立は大変な経

産だった」

新l少〃釧≡那告辞典 妊娠七か月以内に，胎児が死ん 汀陣」は，襲う・ひとしきり ‡：11産が正常でなく，胎児がなか

（第3版節31刷） で生まれること。［計画した蓼 の意］臼う産の時に周期的に起こ なか生まれないこと。［相談な

三省鷺 が完成しないうちにだめになる り，かつ漸増する腹部（腰部） どが，なかなかまとまらない窓

198的三 意にも用いられる〕 の痛み。［物蓼が出来あがるま

での，他人には言えない苦労の

意にも用いられる】

にも用いられる］⇔安産

角川料語辞典 ①［‡束〕妊娠七か月以内に胎児（D［一家］出産のときに起こる腹①山鹿のとき，胎児が容易に～．i．、l
（節75版） を死産すること。②計画などが 部のいたみ。②物事ができあが ないこと。（対）安産。②物事
角川書店

】．985年

失敗して，成立しないこと。 るまでの苦しみ。生みのなやみ。 がなかなか成立しないこと。
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l‡＿Ⅰ本l■那浄大群歩埠 ①胎児がj‾1満たずに死んで生ま①分娩時に榔学才約・波状的に反①‡l‡産がi勾雉なこと。苦しんで

［縮刷版〕 れること。妊娠七か月末満で胎 復して起こる子？妄ぎの収縮。不随 分娩（ぶんべん）すること。⇔

（第1．版第1刷） 児が死んで生まれること。平鹿。 窓約に起こって痛みを伴う。＊ 安産。＊源平盛衰記－…∧一八・文

′ト学館 ＊中耳了記一良治元年ノし月，・・・・一三王こ＝河明り 〈岡本かの了▲〉「陣痛の 党鰍抄勧進謀反二当汀父は六十

1981年 「今上三】新大納言鮮実卿妾卒去， やうにうねりの鰭へが強く彼女 母は暮朴十三にて生れたる…′∧甥な

依流産」＊ケを卜一一・三三【蛸「此 の指先から私のテ諸の肉に噛み込 り，母は難産けンザンう して

の聖人を懐妊せるに，流産の術 まれ」②（転じて〉物事ができ 死ぬ」＊巡歩色紫「雉産なんザ

を求めて涛を服すといへども」 あがるまでの苦労。 ン」＊仮名草子・浮耽物語一二・

＊こころ 〈夏暮壬王漱イモf〉中・・－－－・○
．三三「産磨明神に参りつつ，この

「妹は此前流産（リウザン）し 御神は錐産 けンザン）の愁へ

たので」②計画・率其などが途 を守り給ふ」＊妾〈r′王1山花袋〉

中でだめになり実現しないこ ーーー・滋「そーれに薙が神繚を昂らせ

と。 る。難産？死？」＊本草翻一三卜

服皆落部・怒柄木・主治「難産，

取入鉄孔中本，焼東浦服」②（比
囁約に）物事が容易に成立しな

いこと。長引いてなかなか埼（ら

ち）が明かないこと。＊社会嘗

面相く内田魯庵〉鉄道国有・六

「実は国有塞が此位経度だらう

とは思ひませんでナ」③土蔵に

忍び込みにくいこと，二i二威破り

に失敗することをいう，盗人仲

問の隠語。⇔安産。［秘密辞典］

広辞苑 妊娠セヶ月末満の胎児が死んで 分娩に際し，定量馴勺に反復して ①i、l与産がil三常でなく樹鎌なこ

（第3版第1刷） 生まれること。うみながし。半 起る子宮の収縮。また，その癖 と。⇔安産。②物事がたやすく
岩波書店

1983年

産。一早産（そうざん） み（つ胎児排‡・1・与力の主賓部分をな

すもので，初めは徐々に起り，

次第に強烈となる。転じて，物

容の完成直前の苦労にたとえ

る。

成立しないこと。

調査した国語辞典のすべてに出産関係以外の語義が記述されている。どれも

第一義は出産に関わる語義で，第二義として，さらに一部は「転じて」「比喩

的に」との注釈付きで記述してある。また，調査した和英辞典にも語義と用例

が出ており，特に「難産」は英語に直訳できないにもかかわらず出産以外の語

義の和文英訳の例が載っている。したがって，出産関係以外の語義は社会的な

規範意識として定着していると見ていいだろう。

しかし一方，表1の調査からは政治記事において出産以外の語義での「流産」

「陣痛」「難産」の使用例は1996年，1997年にはほとんど見られず，減ってい

ることがわかる。これは，例5の女性記者座談会で指摘されていた問題意識を

もって新聞記者が記事を書き出したこともあるかもしれない。

出産関係の語を政治の表現として使用する意識は何であろうか。新開報道に

おいて，「難産の末」のような使い古されたといって言いほどの表現を少数な

がら現時点でも用いられている。また，政治家は政治について出産関係の語を
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衣2－2 「流産」「陣痛」「難産」の和英辞典の定義の例

絆i‡芋名

（版，刷）

発行所

タ己行年

「沈 鐘」 「陣 痛」 「牡 錐」

ブックシェルフ ①〔胎1uの〕（a）miscarriage 濫発》labor（pains），蛋炎》1abour ①〔雉しいお掩〕adif茄ctlltde－

マルチメディア耽でナ絆メ埠披女は流推した She had a （pains）紳輔が起こっている 1ivery 軌きただったSllehada

（CDwROM）マイク
miscarriage，②〔物事が成立

beinlabor 紳輔が好ほった hardlaborrdi爪cultdelivery】．

ロソフト／小や鈍i997 しないこと〕計画が流産に終 技et・labol・basstarもed．／She ／Herlaborwashard．②（物
イi三（わ；ミ典は「プログレッわった Ourpねnsmiscarried has begun to havelabor 蓼の成立がはかどらないこと）

シプ和英中紺少まり節2 rwereabo「ted】． palnS．／Shehasgoneintola－ 協会の設立はなかなかの経産

倣，小学館，1993イ‡三） bor． だったTheyhadagreatdeal

Ofdiffjcu‡ty事neStabtjshin9the

association．

】を給淡枕キャンパス和炎 （a）miscarriage；（an）abor－ labor；1aもorpains，紋女は～が a di爪cu■it d．elivery；llard

辞典 tion．彼女ほ～したShehada 始まっている Sheisinlabor． 1abor．被女は～した Thehad

（節1刷） miscarriage．計画はすべて… ～があったでhel・eWaStheon－
hardlabor，／Shehadadif茄－

ー濃淡祉 したAl‡ourpねnsfailed（＝mis－ setorlaborpain∴新企画の実 cultdelivery．法案の成立は～
1994イlミ Ca「ried）． 現には～の苦しみが伴う だったThebil‡wasapproved

Wehavemuchtroub始inreaト

主zinganeWSCheme．

aftermuchdifficu‡ty，

ライトハウス和光辞典 miscarriage．（劫）haveamis－ （雉しい＝産）

（節2版）

研究社

1990年

carriage，miscarry伯），abol・t
（自）（他）☆abortほ「中絶

する」の意にもなる

（計画などが失敗する）fai＝自）；

（計画などが流れる）beabo卜

tive．

dif範cultdelivery

和英大辞典 1［胎児の〕（an）abortion；（a） labor（pains）；もravail；throes． hardlabor；dif茄cultdelivery；

（節22刷） miscarrlage； an abortive ～微弱（（雄））～力activity or acomplicatedbirtb．～SuruV・

研夕詑！二 birth．～SurtlV．
miscarry； 1abor pains．～中であるbein

have
adi爪ctlltdelivery；be

1990年 abort；prOdlユCe an abortion travailrlabor】．～を覚えるsufL deliveredof■achildwiもhdi群i－

（故意に）；〔人が∨ミ・三亨三譜］have払r throes【painsj（of child－ Clllty；baveadi爪c111もtimein

amiscarriage．織女は愛人の birth）；托elpains．［附蔚の］～ 由dngbirth（（to））．お産は～で

胤（たね）を宿していたが，～ の発作 tbe onset orlabor あった．Sbebadhardlabor．

した．Sbe
received

tbe dear
pains．～の杖迫pressurepro－

彼女は28の時にかなりの～をし

pledgeorbislove，butunfbr－ ducedbylaborpains．その国 た，Attwenty－eightshehada

tunately su恥red a miscaI・－ は今革命の陣痛期にある． ratberhardtimegivingbirth

riage．2［比喩的に］（a）fai＝∬e；
The coun叫is nowin the toachild．私の妾は男の子を産

（an）abortion；（a）misca「ria9e．throesof「evolution． んだが，とても～であった．

～SurU V．fail；misca汀y；fal】 Mywifbgavebirtbtoababy

throu！巾；do not materia‡ize； boy，buもitwasanextrem¢1y

PrOVe abortive．～に終わる diだicultbirth．今度の組閣はな

cometoanabortiveend．K内 かなかの…だった．The new

闇は～になった，Theproposed cabinetwasformedwithmuch

fo「mationoftheKCabinet

P「0Vedaborlive，

difficulty．

用いて表現し，しばしば「問題発言」としてマスコミを通して世間に注目され

る。とはいえ，このような表現自体に相手を侮辱するマイナス評価の意味が含

まれているとは言えない。しかし，世間で問題視されることがあるように，そ
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の表現が第三者を侮辱する結果となりうる場合もある。つまり，その表現の使

い方次第では問題になるということである。例1と2で取り上げた東京都議会

の例も発言者は女性を意識してのことではなかったようであるが，結果として

女性議員からの抗議を受けることになった。

4。ステレオタイプの表現の問題点

新聞記事のステレオタイプの表現については，田中（1984），田中・諸橋

（1996），遠藤（1993）の女性を表す表現の調査の中でも指摘されている。こ

こで，政治記事における出産関係のステレオタイプの表現の使用の拡大に対す

る問題点を3つ挙げたい。

（1）表現の固定化，硬直化を引き起こす。

ステレオタイプ化には，本来そのものをさす語を用いない，または，別の表

現を工夫しようとしないという2つの危険性がある。表現の固定化，硬直化が

起こり，そのような表現が定着し，意味の固定化，硬直化が起こる。例えば，

「政権発足」「政権成立」一ヰ「政権誕草」，「補佐役」→「女房役」，「挫折」－ケ

「流産」となる。このような比喩表現がステレオタイプ化し，やがて辞書の定

義に掲載され，辞書的意味として社会に定着すると，政治以外の話題について

も使用されることになる。

（2）安易な表現効果をねらう。

また，その比喩表現を用いる切実な理由があって用いているのかどうかとい

う問題も考えられる。表現効果をねらったつもりが，毎度同じような話題が出

てくるたびに同じ表現を用いれば，読み手に大した印象を与えない，平板な表

現になる。

（3）書き手と読み手との間で理解し合えない溝が深まる。

さらに，書き手の考える表現が読み手には理解できない恐れがある。ある社

会でその語の意味するものは何かを読み手が想像し，その語の意味を読み取る

とする。例えば専門用語なら調べたらある程度意味がわかるし，共有の意味と

して理解できることも可能であろう。しかし，ステレオタイプの表現はその表

現が読み手に与える印象，書き手が読み手にこのように読み取ってほしいとい

う意図も含む。書き手と読み手の共有する意味がなければ書き手の意図は読み

手には伝わらをいだろう。
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5，おわりに

以上，政治記事におけるステレオタイプの表現として，出産関係の語の使用

について考察した。これは，使用する語彙があるのにそれを用いず，比喩表現

で表し，さらに，ある特定の内容にある特定の比喩表現が集中して用いられる

現象である。

社会における言語使用のステレオタイプ化はその社会の人々の意識を反映す

る手がかりの一つになろう。必ずしもその社会の全構成員ではないが，少なく

ともある特定の集団の意識あるいは無意識下に潜む潜在意識は反映しているの

ではないだろうか。特に，政界，マスコミは社会を左右する力を持ちやすい集

団であるから，これらの集団に属する人々の用いる表現はその社会のあり方を

示す手がかりの一つとして注目に催する。
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